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１．RICE ⼤学での研究活動 
 RICE ⼤学の M. Heinkenschloss 教授の指導の下、メンターである⼤学院⽣の Caleb とともにデータ同
化と⾔われる限られた情報(⼤気の場合アメダスのような観測点)と物理モデルから実際の⼤気の状態に
近い状態を再現する⼿法の研究に取り組んだ。2 次元の熱の運動を簡易的に再現したモデルを構築し、そ
れを基に誤差を⾜して⽣み出した⼤気モデルの情報と疑似的な観測の情報をまず作成した。その後、これ
ら 2 つのもつ誤差を⼩さくする数学的⼿法をプログラムし、データ同化を⾏った。観測点の数と観測点
の情報を⼊⼿する時間幅を変化させて反応を⽐較し、このモデルでは、時間幅よりも観測点を多くするこ
とで更に再現度が良くなり続けるという結果が得られた。 
 
２．研究活動における⽇⽶の違い 
 基本的な部分は⽇⽶の学⽣で⾮常に⼤きく異なっているところはないと私は感じたが、こちらの博⼠課程の
学⽣(Ph.D)は⽇本と⽐較し、学⽣ではなく、⼀労働者・⼀研究者として活動しているように感じた。これは、
アメリカのトップの理系研究⼤学の Ph.D は給料等の報酬をもらって活動しており、研究⾃体も産業界と強く
結びついたものを扱っているからであろう。そのため、研究項⽬の⾃由度は⽇本の学⽣の⽅が恵まれてはいる
が、彼らは⽣活が懸かっている(結果が出ないと放校)のため、研究に対する責任感の強さを感じた。また Ph.D
の多さにも驚いた。これは、アメリカ社会が⽇本と異なり新卒⼀括採⽤の社会形態ではなく、常に能⼒のある
ものを⾼給で奪い合う激烈な競争社会であるためであろう。 
 
３．⽶国の⽂化・⽣活⾯での発⾒・苦労等 

以前にもサンフランシスコに短期留学していたため、⽣活上驚くこと少なかった。しかし、テキサスという
⼟地柄か、多くのアフリカンアメリカンやヒスパニック系が⽣活し、彼らの話す教科書的ではない ʻ⽣きた英
語ʼ への対応は⾮常に苦労した。また、メンターと研究⽅法で対⽴することが初期にあったが、⾃分の考えを
相⼿の考えに敬意を表しながらも主張していく政治的な能⼒を伸ばしたことで解決し、その後彼とは⾮常にい
い関係になったという貴重な経験できた。 

 
４．本プログラムに参加の成果・意義 
 三輪君という海外学位留学という同じ志を持つ仲間と切磋琢磨し励まし合いながら毎⽇夜遅くまで共に勉
強していたことは良い思い出である。また、河野先⽣や加藤さんといった先輩⽅との出会いも素晴らしかった。
個⼈的には、プログラムでコロンビア⼤学の研究室訪問を斡旋していただき、訪問した研究室の教授からオフ
ァーをいただけたこと、さらに 5 週間の RICE の受け⼊れ先の指導教官ともコネクションができたことは今後
のキャリアにとって⾮常に有益であったので感謝したい。研究の⾯でも、⾃⾝の研究テーマに対するより深い
理解という⽬標が達成でき、研究⾯でも満⾜している。また、通常では⼊れないホワイトハウスのツアーや第
⼀線で活躍する⽅々とのセミナーなどは⼀⽣の思い出であり、研究・経験、ともに⼗分すぎる程充実していた。 
 
５．その他 

この度は、中⾕財団の交換研究留学プログラムの 1 期⽣に選んでいただき、感謝の⾔葉では表しきれ



ないほどの思いであります。⾮常に濃く・研究だけでなく 1 ⼈の学⽣の夏休みとして充実したプログラ
ムであったというのが帰国後少し経った今の感想です。プログラム時は、乗り合いシャトルによる移動時
間の多さ、⽣活習慣が⼤きく異なるルームメイトとのズレ、研究期間内・前後のセミナーの時間の多さに
ついて若⼲課題に感じ、セミナーや体験活動は、もう少し⽇程を集中させた⽅が限りある留学期間をより
充実させることができるのではないかと思いました。しかし毎週同じ fellow と顔を合わせて交流を図る
ことも⼤切な時間であったし、⽂化体験や観光も振り返ると我々の視野を広げるものであった。シャトル
の運転⼿・乗客との交流、共同⽣活体験も今では良い経験であったと思います。今後は RICE以外にも選
択肢を増やすとのことで後輩を羨ましく思いますが、fellow同⼠で助け合い、⽇本と異なった⽣活・限ら
れた時間といった環境へ適応する機会を敢えて⽤意することも、我々若者の夏の成⻑を考えれば、すべて
プラスなのではないかと思いました。 
個⼈的な願いとして、海外⼤学院を本気で考えている学⽣を多く採⽤してほしいという願いがありま

す。これはコーディネーターの河野先⽣の願いでもあるのではないでしょうか。本プログラムでは、多く
の教授との出会い(オファーに繋がることもある)や財団から奨学⾦を頂いたという実績、ポスターとい
う研究成果など、海外⼤学院受験や国内の留学⽤奨学⾦財団への出願において⾮常に強みになる点が複
数あります。Fellow 全員がそのような⼈物である必要はありませんが、僕や三輪君のような存在を今後
も⽀援していただければと fellowの先輩になる私からの要望です。⼀⽅で、三好君・王さんのように 2，
3年⽣で留学に対して漠然とした思いを持つ学⽣も少数必要であると感じました。彼らが教養課程中に研
究することは⾮常に負担が⼤きいことですが、残りの学⽣⽣活でこの経験を⽣かしてくれるでしょう。 

再度、通常の⼤学⽣では体験できない貴重で濃密な 7 週間の留学プログラムの 1 期⽣に採⽤していた
だき誠にありがとうございます。1 期⽣の責務として、今後ここで得られた経験を活かし、将来のキャリ
アを築いていく所存であります。 


